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機械翻訳サイトはいま急速にその実力を伸ばしてきている。パッケージの
翻訳ソフトが軒並み「翻訳支援ソフト」と肩書きを控えめにしている一方
で、ASP型の翻訳サービスのほうは「サービス体勢」も「語学力」も格段
の進歩を遂げつつあるのだ。この動きに乗り遅れず、翻訳サイトを有効活
用して、いままで敷居の高かった海外サイトに積極的に乗り込んでいこう。

高田大介
d-fool@dan.wind.ne.jp

ウェブもチャットもメールもOK！

コンテンツ名 内容

Amikai Translation 

Excite 翻訳

Internet Osaka Atransac/Web

J-server ポケット　英日翻訳

MT AVE お試し版

FUJITSU 英日・日英翻訳サービス

Gist-In-Time

T-sail 

AltaVista Translations

BestiLand

J-Server 日本語版

My Translator

AllKorea 日韓自動翻訳

Chatting man 日本語

Netomo Japanese

※同点の場合はオススメ順に上から表示している。

おもだったヨーロッパ言語に加え、中・韓・日をカバー。ホームページ翻訳に加え、メール翻訳、チャ
ットの同時通訳もできる。英和対訳の並記が良心的だ。現在もっともすぐれた翻訳サイトの1つ。

翻訳エンジンは Gist in Time と同じものだが、固有名詞を仮名書きにするなど一歩踏み込んだ翻訳を返
すところが大きく異なる。

簡素なサイトで訳もまずまずだが、レスポンスはやや悪い。電子・情報関連の専門辞書を持っており、
技術翻訳には有利な点がある。

携帯電話で使う（！）翻訳サイト。サイトは極めてシンプルで使いやすい。訳も水準に達している。

翻訳依頼を出せば結果をメールで返してくれる。手続きが煩雑で実用性が薄いが、訳の水準は高い。

訳文をメールで返す形式で、ホームページ翻訳にはまだ対応しておらず扱いづらいが、訳文はわりに正
確。今後のサービス向上が期待される。

Navigator 6.0 のメニュー「翻訳」の正体。英、仏、独、伊、西、ポ、日（in/out）、中国語に対応。
現在の標準的な翻訳力。もっとも使いやすい翻訳サイトの1つ。

テキスト翻訳、ホームページ翻訳に加えて日本語キーワードの入力で海外サイトの関連項目も同時に検
索できる。最近では翻訳エンジンをAmikaiの強力なものに載せかえた。使いやすさも含め、注目度で
はナンバーワン。

シンプルなページ構成が使いやすい。メールやチャットの翻訳もできる。ナビゲーションが簡便で好感
が持てる。訳も標準的なレベルにある。かつてはExciteの翻訳エンジンに採用されていた。

まだ稼働状況が安定しないが、実力は平均的。Yahoo！との連携を取ることが予想されるので期待は大
きい。

24時間限定の評価体験的サービス。英、日、韓、中、独、仏、伊、ポ、西の9か国語については双方
向。露語からタイ語への翻訳もできる。

Bestiland と同じエンジンを使用している。朝鮮半島・中国ニュースが同居しており、アジア情報に
強い様子。認証が必要で使い勝手は悪い。

サイトの使い勝手がかなり悪く、レスポンスもかなり遅い。しかしニュースの訳では時に主要サイトに
拮抗する部分もある。

日本語で読める韓国ポータル。日韓チャット・メールサービスなどを備える。サイト和訳では読んでい
てほとんど抵抗のないすぐれた翻訳を返す。

日韓で同時通訳的にチャットができる。筆者の韓国語の知識では訳の評価ができないが、注目されるの
は確か。

日韓でリアルタイムにチャットができる。掲示板、討論室などコンテンツも充実。日韓の「翻訳メール
ソフト」なる強力なものもあるらしい。
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www.amikai.com/intro/welcome.jsp

www.excite.co.jp/world/

ss2.inet-osaka.or.jp

www.j-server.com/imode/

mtave.softpark.jplaza.com/MTave/trial.html

www.fujitsu.co.jp/jp/soft/honyaku/eservice/

http://www.teletranslator.com:8080/

www.alphaworks.ibm.com/aw.nsf/html/mt/

www.t-mail.com/cgi-bin/tsail/

babelfish.altavista.digital.com/translate.dyn

www.bestiland.com

www.j-server.com

www.mytranslator.com/defaultj.asp

www.chattingman.com/Jframe.phtm

www.allkorea.co.jp/cgi-bin/allkorea.front/
981665974902/Catalog/1300232/

www.netomo.com/netomo/japan/html/
netomo.htm

Alphaworks IBM

日
韓
版

オス
スメ度

オススメ翻訳サイト
一口に「翻訳サイト」と言っても、ウェブの翻訳からメール、
チャットの翻訳にいたるまでさまざまなタイプのものがある。
というわけで、その実力からオススメ度をはじき出してみた。

翻訳サイトで
海外デビュー

PEANUTS ©United Feature Syndicate, Inc.

講談社+α文庫「スヌーピーののんきが一番1」
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世界の言語を一手に引き受ける！
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翻訳したいサイトのURLを入力するとペ

ージをまるごと訳してくれる「Excite」。現

在、同サイトの翻訳エンジンは、より強力

なものに更新され、信頼性でも最右翼に立

っている。また、同サイトでは検索結果を

まるごと翻訳できるという便利なメニュー

も備えている。こうした検索サイトと翻訳

サイトの融合はこれからのトレンドになっ

ていくだろう。海外の検索ポータルサイト

では言語変換はわりとポピュラーに行われ

ているが、そんななかで日本語への言語変

換をいち早く実現したのが、このExciteだ。

日本語で検索をかければ海外サイトもヒッ

トする。しかも、Exciteの翻訳機能を使っ

てアクセスすれば、そのサイトの閲覧も一

貫して日本語でできるのだ！

World lingoは対応言語の多さが魅力だ。独・

仏・伊・西・ポ・韓・中・露と手広く扱って

おり、サイト名の「世界の言語」も伊達ではな

い。サイト翻訳のほか、テキスト翻訳、メール

の翻訳までカバーする。Worldlingoを経由し

てロボット検索の雄「go.com」に出向いてみ

たが，英語版のみならずフランス版でもドイツ

版でもみな日本語版と同じように扱えて便利こ

の上ない。ただ、やや構文解析に甘い部分が

あり、長文になりがちなニュースの1行目など

の訳ではかならずしも力が発揮できない。

Worldlingo www.worldlingo.com/en/free_translations.htmlJump

まだ、機械翻訳は絶対の信頼をおけるものではな

い。とんでもない誤訳を時にやらかすのは想像に

難くない。しかし、機械翻訳を利用する際に注意

が必要なのは実はひどい間違いではなく「微妙な

違い」のほうなのだ。大誤訳は往々にしてよく目

立つので苦笑こそするが実害はさしてない。むし

ろ、時間期限や金銭のからむ問題についての、ぱ

っと見で誤訳に見えない微妙なニュアンスの違い

が大損害を生む可能性のほうが怖いのだ。

Exciteでオークション＆検索

ロボット検索：「ロボット」とはウェブを巡回してページのデータを拾い集めるプログラムを指す。このロボットが自動的に集めたページを対象にして検索を行うことを「ロボット検索」と
呼ぶ。

利用サイト：Excite翻訳

www.excite.co.jp/world/Jump

世界のサイトの9割以上が英語で書かれているというのに国内サイトにとどまって
いる必要はない。英語が苦手の人だって海外のサイトを日本語で検索したり、オ
ークションに参加したりできるのだ。ここでは「Excite翻訳」を利用して翻訳検
索とオークションにチャレンジしてみよう。

米YAHOO!をEcxiteに和訳させてみる。 よく見ないとYahoo USAだとわからないほど、違和
感なく見られる。

オークションに参加する際に登場したサインアップ画
面も日本での送信フォームと変わらない。

注意すべきは×よりも△

bid 「入札」がときどき「企
て」などと訳されていてとまど
うこともあるが、ほとんどの状
況は日本語で理解できる（画
面は「ギター」で検索したオー
クション会場）。
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244 INTERNET magazine 2001/4 エンジン：特定の機能を提供する1つにまとまったソフトやハードを指す。たとえば、検索サイトで使われている検索用ソフトは検索エンジン、レーザープリンターの印刷機構の部分はプリ
ンターエンジンと呼ばれる。

日本語の漢字カナ混じり文というのは世

界の言語のなかでも極めて速読に向いた高

機能な文字体系だ。意味の焦点をになう漢

語、固有名詞や外来語をうけもつカタカナ

と、大量の文字情報を肉眼で高速スキャン

するのにこんなに都合のいい文字表記はめ

ずらしい。英語のできる人でも、文書を日

本語で速読するというメリットを見逃す手

はない。Alphawo r ks のエンジンは

「Navigator 6」の「翻訳」メニューで使わ

れているものと同じく強力なものだ。ただ

し、1つだけ大きな違いがある。それは、

このサイトでは固有名詞をカタカナ書きに

するということで、これがニュース概要の

速読に便利な点だ。少しぐらい音写が不適

切でも大量な情報の高速スキャンにはカタ

カナ書きのほうが効率がいい。

米国のトップニュースの概要をス
キャンした結果。「息子」「ネコの
日常」「撮る」といった言葉が目
に飛び込んでくる。ざっと目を通
したときにテーマを読みとれるこ
とが肝心なのだ。

IBMで海外ニュースサマリーを速読
利用サイト：Alphaworks IBM

www.alphaworks.ibm.com/aw.nsf/html/mtJump

海外のニュースサイトは速報性も情報量も段違いだ。このスピード時代に
二次加工された第二報を読んでいるようでは悠長というものではないか。
いまや現地の生情報をゲットするのも語学のできるヤツの特権ではない。
翻訳サイトを利用してホットなニュースに直接アクセスしてしまおう。

よく見ないとYahoo USAだとわからないほど、
違和感なく見られる。

Bestilandが24時間限定の評価体験サービ

スを提供中だ。英・日・韓・中・独・仏・

伊・ポ・西の9か国語については双方向。露

語からの翻訳、タイ語への翻訳もできる。こ

のサイトの最大の見どころはアジア情報に強

いところだ。タイ語翻訳という珍しい能力に

加え、中国・韓国情報の結節点ともなって

いる。アジア諸国語の双方向翻訳の一大拠

点となることが期待される注目サイトの1つ

なのだ。

Bestiland www.bestiland.comJump

翻訳サイトが書く日本語は珍回答のオンパレード

だ。「植民センター」を「結腸の中心」とした傑

作もあった。これが観光の目玉だという文脈だけ

に、人間にはなかなかできない発想だ。ちなみに

"He is ill at ease in his father's company." とい

う文を正確に訳したサイトは皆無で「父の会社で

気楽に病気」と、どこも混乱の極みだった。ホン

トは何と訳すんでしょうか？　（答えは欄外）

答え：「彼は父と一緒だと居心地が悪い」

アジア諸国語ならお任せ！

素晴らしき誤訳の世界
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INTERNET magazine 2001/4 245チャット：インターネットなどのネットワークを通じて、リアルタイムに会話を行う仕組み。1対1で行うものと、同時に多人数が参加して行うものがある。

チャットやメールは相手に読ませるため

のものだけに、おのずともっとも高い翻訳

能力のあるサイトにしか頼めない。Amikai

は今、もっともすぐれた翻訳サイトで、翻

訳ページ閲覧 （AmiWeb） に際してもそ

の「語学力」は他サイトから一頭抜きん出

たものがある。全体のナビゲーションも見

やすいし、ページデザインもキュートなのに

加えて、チャットとメール翻訳でも驚きの

高機能を提供している。

このサイトを見て「語学の勉強に使える

な」と思った人は鋭い。それどころか、

PDAで閲覧すれば「トラベル六か国語」手

帳にもなるではないか！

Amikaiでメール＆チャット
利用サイト：Amikai

www.amikai.com/intro/welcome.jspJump

外国語は受信より発信のほうがはるかに大変だ。英作文に自信がないという人はメー
ルやチャットにも翻訳サイトを利用してしまおう。多くの翻訳サイトが単文翻訳の機
能を備えているが、ここで紹介するAmikaiはチャットの舞台そのものが翻訳エンジン
を備えているほか、サイトやメールの翻訳から送信までを一挙に引き受ける強力版だ。

翻訳サイトに英訳させる下原稿の作りかたにはち

ょっとしたコツがある。（1）文は短く！　長文に

なると途端に係り受けが怪しくなる。（2）動詞を

少なく！「彼が来ること」なら「彼の到来」とす

る。（3）結論は先に言え！　特に否定などが絡

むと焦点がぼける。（4）主語を絶対に略さない！

「私は知りません。彼の到来の時間。」とこんな風

に書く。ひこことで言うと「内容の分かってない

学生の書く直訳」みたいに書けばよいのだ。

チャットは別ウィンドウで行
う。アプレットの展開を待つ
間のアニメがかわいい。

参加者には国旗が付く。対訳表示に注目。

まず何語から何語に訳すか
をポップアップで選択。日
本語を選択すると自動的に
ブラウザーのエンコード方
式が日本語に切り替わる。

メール本文を書いて「Translate」を押すと訳文が生
成される。あとは送信ボタンを押すだけ。

まずはログイン。ゲストとして誰でも参加できる。
ハンドルネームを付けて自分の国を選択する。

Amikaiは非常に使いやすいサイトです。ナビゲーションも
とても扱いやすく、サイト全体がとてもかわいいデザイン
に統一されています。しかし、Amikaiの一番優れた点はサ
イトのデザインのよさではありません。Amikaiの魅力は，
翻訳能力がとても高いことにあります。ぜひ一度使ってみ
てください。

コラム

翻訳「元原稿」作成時の注意点！

チャットをする場合

メールを翻訳する場合

Provided by Amikai - Translate your e-mail for FREE at 
www.amikai.com!
TRANSLATION:
Amikai is the site which is very easy to use.It is very easy to treat
navigation and the whole site is unified by the very dear design.
However, the point that Amikai was most excellent is not the merit
of the design of a site. Translation capability has the charm of
Amikai in a very high thing. Please use at once by all means.

原文

翻訳結果

ほとんど修正の必要がない英文が生成されている。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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246 INTERNET magazine 2001/4 サーバー：ネットワークにつながったクライアント側のアプリケーションからリクエストを受けて、その要求に応じたデータを送信するソフトウェアやコンピュータのこと。WWWサーバーや
FTPサーバーなどがある。

あふれかえるIT情報を取捨選別するため

ならば、Internet Osakaの提供する翻訳サ

イト「Atransac/Web」が有用だ。ここの

翻訳エンジンのウリはなんといっても電子、

情報関連の専門辞書を持っている点だ。

日々、新語やカタカナ語がわいて出てくる

IT業界の用語に対応するために特化した辞

書を用意したところは、逆転の発想と言え

る。翻訳の精度はまずまずといったところ。

残念なのは、サーバーのせいだろうが、レ

スポンスがやや悪いことで、訳稿を受け取

るのに「時間制限を設けていったん切る」

という機能まで設けられているほどだ。

あなたの求める情報は、この膨大な見出しの
なかのどこにあるのか？

Internet OsakaでIT情報を絞り込め
利用サイト：Internet Osaka Atransac/Web

ss2.inet-osaka.or.jpJump

本場のIT情報の最新動向は知りたいが、うっかりと海外の専門サイトにあたってしまう
と、その情報量に圧倒されてITなんて聞くのも嫌だということになりかねない。だが、も
し日本語で読めたら気持ちはずっと楽になるだろう。そんなときにも翻訳サイトを活用し
たい。読むためばかりではない、余計なものを読まないためにも翻訳サイトは有効だ。

膨大な情報も日本語で斜め読みできれば
頭の整理がつく。

たとえば映画のファンサイトでもこの

Hollywood Magazine ぐらいの規模に

なるとちょっと全体図が見えないほどの情

報量になる。アニメーションのトップニュ

ースだけに限っても、普通のニュース配信

サイトの情報量を軽く超えてしまうのだ。

ここはNavigator 6の標準機能にも採用さ

れた、総合力が強みの「Gist-In-Time」に

訳してもらおう。情報は多くにアクセスで

きて、しかもそれが絞り込めなくては使え

ない。そのために翻訳サイトの活躍の場は

いたる所にあるのだ。
www.hollywoodmagazine.com

利用サイト：Gist-In-Time

http://www.teletranslator.com:8080/Jump

かつて機械翻訳は単語をことごとく誤訳した。そ

して、しばらく前までは辞書が単なる訳語辞書だ

ったため、単語を知っていても熟語につまずいた。

いまや基本的な単文が丸ごと辞書に搭載されてい

る時代。今後の技術向上は、意味・文法カテゴリ

ーが併記され、連語同士・文同士の共起頻度まで

記述した辞書の運用にかかっている。徐々に辞書

に登録される単位が大きくなるとともに、翻訳精

度が上がり、そして辞書は大規模化するのだ。

日本語にすれば必要な情報のほうから目に飛び込んでくる。

生まれたばかりのIT用語も
見事に訳しきる。見出しの
部分を斜めに読んでいくだ
けでも、新聞を漠然と眺め
ているときのように自分の
求めている情報はちゃんと
引っかかってくるのが母国
語の強みだ。

Gist-In-Timeで巨大サイトを読みこなせ
情報の集結点となる巨大サイトも海外のものは段違いに大規模だ。ファンな
らば見過ごせないが、辞書を引きひきでは到底全貌がつかめない。そんな巨
大専門ポータルサイトを読みこなすには、幅広い語意力にすぐれた翻訳サイ
トの利用がかしこい選択になる。

単語から熟語へ、そして文へ

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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非ローマン言語を扱うために

INTERNET magazine 2001/4 247ASP（エー・エス・ピー／Application Service Provider）：自分のPCにアプリケーションソフトを持たず、インターネットを使って社外のデータセンターにあるアプリケーショ
ンソフトを利用できるサービスや業者のこと。マイクロソフトの「オフィス」を使用時間に応じて課金するサービスなどが有名。

韓国のポータルサイト「netomo」では、

あらゆる韓国語のサイトを翻訳してくれる。

韓国語は日本語と言語構造が非常に近く、

漢語を取り込んでいるという共通点もある。

要するにもともとよく似た言語なのだが、

それを割り引いても、本サイトの翻訳技術

に関する研究の確かさには舌を巻く。掲示

板やチャットでの口語的な表現の訳に乱れ

が出ることを除けば、全体的にはかなりの

精度で訳しきっている。ここでは会員登録

（無料）してログインすれば韓国のすべての

サイトに日本語で読めるほか、翻訳メール、

文章翻訳といったサービスも提供される。

がぜんハングルに興味のわいた人にはハン

グルの勉強もできる掲示板が必見だ。

netomoで英語以外のサイトに進出！
利用サイト：netomo

www.netomo.comJump

海外サイトといっても相手は英語だけではない。アジアの情報をゲットするにも
翻訳サイトが役に立つのだ。ここではIT先進国、お隣の韓国にアクセスしてみ
よう。日韓の距離を縮めるのはワールドカップと翻訳サイトだ。一度見るとハ
ングルの勉強をしたくなること請け合いの優れた翻訳ポータルを紹介する。

翻訳が読めるとなると、韓国や中国のサイトを原

語でも見てみたいと思うのが人情だ。しかし2バ

イト文字のサイトを表示するためには、それぞれ

の言語に適した言語モジュールが必要になる。

IE5.5なら手持ちの環境でページが見られないと

きは自動的にダウンロードをするようになってい

る。マッキントッシュ党の人は OS 8.5以降なら

システムディスクからマルチ言語アクセスを追加

インストールするのが簡単だ。

もとが外国語とは思えない、ほぼ完璧
な翻訳ぶり。間違いと言えるものは
「日本と韓国に股を掛ける」という表
現ぐらいしかなかった。ちょっと笑え
る間違いではあるが、考えてみればか
なりレベルの高い間違いではないか。

日本語で入力した言葉を韓国語化してくれる掲示板。
日本人からの投稿も募集している。

1つニュースを開いてみたが、ほぼ完全な日本語とし
て読める。

ヤフー！コリアなのだが、まるでヤフー！ジャパンそ
のもの。欧米のサイトを訳させたときのような変な部
分がほとんどない。

今回見てきたように、翻訳サイトはまだ過渡期

にあるとはいえ、確実に進歩を示し始めている。

満足のいく性能を獲得するのもそう遠い将来で

はなさそうだ。

その際、今後の機械翻訳はインターネット上の

ASPを中心に動いていくのは間違いない。ASP

形式のメリットはソフトを買わなくてもいい、プ

ラグインも要らないといったところにあるのでは

ない。技術的な面でも（1）今後、必要になる

大規模な辞書や例文をユーザーのパソコンにイ

ンストールするのは現実的でない（2）翻訳エン

ジンの常時アップデートによって日進月歩の技

術革新に逐次ついていけるなどの点にあるのだ。

それ以上に注目されるのは双方向性である。多

数のユーザーから誤訳訂正をフィードバックす

るようなシステムを構築すれば「使えば使うほ

ど間違えなくなる」「ユーザーが育てる」機械翻

訳サイトが実現できる。この感覚は、漢字変換

において「辞書を鍛える」という日常的な経験

からも、われわれにはなじみ深いものであろう。

いまだ可能性に過ぎないものだが、将来的に期

待される性質としての提言も含めて挙げておく。

機械翻訳サイトの将来
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